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独
禁
法
上
の
合
併
に
つ
い
て
（
二
）

丹

宗

昭

信

一
、
合
併
問
題
の
今
日
的
意
義

二
、
独
禁
法
一
五
条
に
い
う
合
併
概
念
（
以
上
三
十
一
巻
四
号
）

三
、
合
併
（
一
五
条
）
の
私
的
独
占
（
三
条
前
段
）
と
の
関
連
（
本
号
）

四
、
独
禁
法
上
の
合
併
の
本
質
（
以
下
続
号
）

五
、
合
併
禁
止
の
判
断
基
準

六
、
合
併
に
関
す
る
そ
の
他
の
問
題
点

三
、
合
併
（
嗣
五
条
）
の
私
的
独
占
（
三
条
前
段
）
と
の
関
連

　
　
　
右
に
、
一
五
条
に
い
う
合
併
が
、
商
法
上
に
い
う
新
設
な
い
し
対
等
合
併
と
吸
収
合
併
と
を
含
み
、
資
産
取
得
や
株
式
取
得
を
も
含
む

　
　
ア
メ
リ
カ
反
ト
ラ
ス
ト
法
上
の
マ
ー
ジ
ャ
ー
概
念
と
異
る
こ
と
を
指
摘
し
た
。
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と
こ
ろ
で
独
禁
法
は
、
一
五
条
一
項
一
号
で
、
　
コ
定
の
取
引
分
野
に
お
け
る
競
争
を
実
質
的
に
制
限
す
る
こ
と
と
な
る
場
合
」
に
合
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併
を
禁
止
す
る
と
し
て
、
「
公
共
の
利
益
に
反
し
て
．
競
争
を
実
質
的
に
制
限
す
る
こ
と
」
を
禁
止
す
る
私
的
独
占
の
規
定
と
同
じ
よ
う
な

説
　
違
法
判
断
基
準
を
お
い
て
い
る
。
か
よ
う
な
点
を
根
拠
と
し
て
で
あ
ろ
う
が
、
合
併
（
の
み
な
ら
ず
第
四
章
の
実
体
規
定
）
は
、
私
的

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
一
）

論
　
独
古
の
補
完
規
定
と
か
予
防
規
定
と
呼
ば
れ
て
い
る
。
し
か
し
予
防
規
定
と
い
わ
れ
る
場
合
の
意
味
も
甚
だ
瞬
味
で
あ
り
、
合
併
や
私
的
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聾ム
輌臼∬ 況

独
占
の
法
構
造
を
正
確
に
理
解
し
な
い
で
用
い
ら
れ
て
「
い
る
場
合
も
往
々
に
し
て
見
受
け
ら
れ
る
。
両
者
の
関
係
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と

は
、
合
併
及
び
私
的
独
占
の
規
定
の
各
々
の
構
造
を
理
解
す
る
上
に
も
非
常
に
有
効
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
の
で
、
本
章
で
は
こ
の
問
題
の

検
討
に
は
入
っ
て
行
く
こ
と
に
す
る
。
一
五
条
の
解
釈
上
か
ら
も
合
併
制
限
規
定
の
変
遷
を
み
て
お
く
こ
と
鳳
有
益
で
あ
る
と
思
わ
れ
る

の
で
、
最
初
に
そ
の
変
遷
を
簡
単
に
辿
り
、
し
か
る
後
に
私
的
独
占
と
合
併
規
定
と
の
構
造
を
分
析
対
比
す
る
こ
と
に
よ
り
、
両
者
の
関

係
を
明
ら
か
に
し
て
行
き
た
い
と
思
う
。

　
（
一
）
現
行
一
五
条
に
至
る
ま
で
の
合
併
規
定
の
変
遷

　
昭
和
二
二
年
制
定
当
初
の
独
禁
法
は
、
一
五
条
一
項
で
、
合
併
に
は
公
取
委
の
認
可
を
要
す
る
旨
を
謳
い
、
二
項
で
、
公
取
委
は
前
項

の
申
請
が
あ
っ
た
場
合
に
お
い
て
、
当
該
合
併
が
左
の
一
号
に
該
当
し
、
公
共
の
利
益
に
反
す
る
と
認
め
る
と
き
は
、
こ
れ
を
認
可
し
て

は
な
ら
な
い
、
と
規
定
し
た
。

　
　
　
一
、
当
該
合
併
が
生
産
販
売
又
は
経
営
の
合
理
化
に
役
立
た
な
い
場
合

　
　
　
二
、
当
該
合
併
に
よ
っ
て
不
当
な
事
業
能
力
の
較
差
が
生
ず
る
こ
と
と
な
る
場
合

　
　
　
三
、
当
該
合
併
に
よ
っ
て
｛
定
の
取
引
分
野
に
お
け
る
競
争
を
実
質
的
に
制
限
す
る
こ
と
と
な
る
虞
が
あ
る
場
合

　
　
　
四
、
当
該
合
併
が
不
公
正
な
取
引
方
法
に
よ
っ
て
強
制
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
場
合

　
右
の
厳
格
な
合
併
禁
止
規
定
も
、
二
・
一
ス
ト
を
境
と
し
て
、
ア
メ
リ
カ
の
占
領
政
策
が
転
換
し
始
め
る
や
、
昭
和
二
四
年
に
は
早
く

も
財
閥
解
体
政
策
が
緩
和
さ
れ
、
外
資
導
入
の
た
め
の
地
均
し
と
も
い
う
べ
き
国
際
協
定
の
緩
和
（
六
条
）
並
び
に
企
業
結
合
に
関
す
る

第
四
章
の
規
定
の
緩
和
が
な
さ
れ
る
に
至
っ
た
。
こ
の
二
四
年
改
正
で
、
合
併
規
定
は
次
の
よ
う
に
改
め
ら
れ
た
。
先
づ
旧
法
二
項
一
号

（
合
理
化
に
役
立
た
な
い
場
合
）
が
削
除
さ
れ
、
二
項
二
号
以
下
が
一
項
一
号
二
号
三
号
に
移
さ
れ
た
。
か
く
て
、
一
項
は
、

　
　
　
一
、
当
該
合
併
に
よ
っ
て
不
当
な
事
業
能
力
の
較
差
が
生
ず
る
こ
と
と
な
る
場
合
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二
、
当
該
合
併
に
よ
っ
て
一
定
の
取
引
分
野
に
お
け
る
競
争
を
実
質
的
に
制
限
す
る
こ
と
と
な
る
場
合

　
　
　
三
、
当
該
合
併
が
不
公
正
な
競
争
方
法
に
よ
る
も
の
で
あ
る
場
合

　
国
内
の
会
社
は
右
の
何
れ
か
の
一
に
該
当
す
る
場
合
に
は
合
併
し
て
は
な
ら
な
い
こ
と
と
さ
れ
、
旧
法
一
項
の
認
可
制
が
二
項
の
届
出

制
に
変
え
ら
れ
た
。
昭
和
二
四
年
改
正
の
要
点
は
、
以
上
の
よ
う
に
合
併
規
制
事
由
中
、
「
合
併
が
生
産
、
販
売
又
は
経
営
の
合
理
化
に
役

立
た
な
い
場
合
」
と
い
う
規
定
が
削
除
さ
れ
た
こ
と
、
　
「
公
土
平
の
利
益
に
反
す
る
と
認
め
る
と
き
は
認
可
し
て
は
な
ら
な
い
」
と
い
う
認

可
の
判
断
基
準
が
削
除
さ
れ
る
と
土
留
に
、
認
可
制
よ
り
事
前
届
出
制
に
変
え
ら
れ
た
点
で
あ
る
。
そ
の
外
二
項
三
号
の
　
「
当
該
合
併
に

よ
っ
て
一
定
の
取
引
分
野
に
お
け
る
競
争
を
実
質
的
に
制
限
す
る
こ
と
と
な
る
虞
が
あ
る
場
合
」
と
い
う
規
定
が
、
　
「
：
・
…
実
質
的
に
制

限
す
る
こ
と
と
な
る
場
合
」
　
（
一
項
二
号
）
に
改
あ
ら
れ
た
。
と
こ
ろ
が
、
そ
れ
か
ら
僅
か
四
年
後
の
昭
和
二
八
年
に
は
独
禁
法
の
大
改

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
二
）

正
が
行
な
わ
れ
、
独
占
禁
止
政
策
の
大
幅
な
緩
和
な
い
し
後
退
が
行
な
わ
れ
た
。
八
条
（
不
当
な
事
業
能
力
の
較
差
の
排
除
）
の
削
除
に

伴
い
一
五
条
一
項
一
号
（
合
併
禁
止
事
由
中
の
不
当
較
差
に
関
す
る
規
定
）
が
削
除
ざ
れ
、
現
行
一
五
条
の
規
定
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。

現
行
一
五
条
は
、
第
一
項
に
お
い
て
、
国
内
の
会
社
は
、

　
　
　
一
、
当
該
合
併
に
よ
っ
て
一
定
の
取
引
分
野
に
お
け
る
競
争
を
実
質
的
に
制
限
す
る
こ
と
と
な
る
場
合

　
　
　
二
、
当
該
合
併
が
不
公
正
な
取
引
方
法
に
よ
る
も
の
で
あ
る
場
合

に
は
合
併
を
し
て
は
な
ら
な
い
と
規
定
し
て
い
る
（
な
お
二
項
は
届
出
制
に
つ
き
、
三
項
は
届
出
受
理
の
日
か
ら
三
〇
日
を
経
過
す
る
ま

で
は
合
併
を
し
て
は
な
ら
な
い
旨
四
．
項
は
右
三
〇
日
の
期
間
の
短
縮
或
は
延
長
に
つ
き
規
定
し
て
い
る
）
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
三
）

　
昭
和
二
八
年
の
改
正
以
来
合
併
制
限
規
定
の
改
正
は
行
な
わ
れ
て
い
な
い
が
、
昭
和
三
二
年
一
〇
月
の
独
禁
法
改
正
審
議
会
の
改
正
案

は
、
は
っ
き
り
と
良
い
ト
ラ
ス
ト
を
認
め
る
立
場
に
た
っ
て
合
併
の
制
限
さ
れ
る
場
合
を
ご
く
例
外
的
な
場
合
に
限
定
し
よ
う
と
さ
え
企

図
し
た
。
し
か
し
こ
の
改
正
案
は
、
警
職
法
改
正
問
題
に
か
ら
ん
で
流
さ
れ
て
し
ま
っ
た
。
か
く
て
合
併
制
限
規
定
自
体
は
手
を
つ
け
ら
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説
壬△単
「i！1α

れ
ぬ
ま
ま
今
日
に
至
っ
て
い
る
が
、
そ
の
規
定
は
殆
ん
ど
運
用
さ
れ
．
な
い
ま
ま
の
状
態
に
あ
り
、
半
ば
死
文
化
し
て
い
る
と
い
っ
て
も

過
言
で
は
あ
る
ま
い
。
産
業
機
械
部
門
で
の
日
本
一
の
綜
合
メ
ー
カ
ー
に
の
し
上
っ
た
三
菱
三
重
工
の
合
併
の
場
合
に
お
い
て
さ
え
、
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
四
）

五
条
が
発
動
さ
れ
な
か
っ
た
如
き
は
そ
の
よ
い
例
証
で
あ
る
。
し
か
も
自
由
化
に
判
う
国
際
競
争
力
の
強
北
の
た
め
と
称
す
る
企
業
合
同

政
策
が
、
金
融
上
税
制
上
の
優
遇
措
置
を
誘
い
水
と
し
て
政
府
に
よ
っ
て
強
力
に
押
し
進
め
ら
れ
て
い
る
（
前
述
特
振
法
案
は
そ
の
具
体

例
）
の
は
合
併
制
限
規
定
の
行
政
的
運
用
を
通
し
て
の
緩
和
と
い
っ
て
も
差
支
え
な
い
で
あ
ろ
う
。

32　（1●72）　72

（一

j
公
取
委
事
務
局
編
・
改
正
独
占
禁
止
法
解
説
（
日
本
経
済
新
聞
社
昭
二
九
）
　
一
七
一
頁
、
累
村
・
正
田
・
私
的
独
占
禁
止
法
コ
ン
メ
ン
タ
ー

　
ル
2
7
（
日
干
新
社
昭
三
一
）
二
四
三
頁
、
ジ
P
リ
ス
ト
三
三
一
号
（
一
九
六
五
年
一
〇
月
二
日
号
）
六
二
一
六
三
頁
。

（
二
）
今
村
教
授
は
、
、
二
八
年
の
改
正
は
「
独
禁
法
を
経
済
憲
法
の
地
位
か
ら
引
き
ず
り
お
ろ
し
」
、
独
禁
法
の
性
格
転
化
を
遂
行
し
た
も
の
で
あ

　
る
と
い
わ
れ
る
（
私
的
独
占
禁
止
法
の
研
究
（
有
斐
閣
昭
三
一
）
＝
六
頁
〕
。
こ
の
改
正
で
、
四
条
の
カ
ル
テ
ル
灼
共
同
行
為
の
禁
止
、
六

　
条
の
国
際
カ
ル
テ
ル
禁
止
の
条
項
の
改
正
、
第
四
章
企
業
結
合
の
制
限
の
大
幅
な
緩
和
的
改
正
、
事
業
者
団
体
法
の
改
正
等
独
禁
法
の
最
も
重

　
要
な
部
分
の
換
脊
奪
胎
が
行
な
わ
れ
た
。

（
三
）
資
料
的
意
訳
も
兼
ね
て
、
改
正
案
が
一
五
条
を
ど
の
よ
う
に
考
え
よ
う
と
し
た
か
を
知
る
た
め
、
改
正
案
一
五
条
を
紹
介
し
て
お
く
。
ω
公

　
取
委
へ
の
届
出
。
②
届
出
受
理
後
三
〇
日
を
経
過
す
る
ま
で
の
合
併
禁
止
。
そ
の
期
間
の
短
縮
又
は
延
長
に
つ
い
て
。
㈲
公
取
委
は
、
当
該
合

　
併
に
よ
っ
て
一
定
の
取
引
分
野
に
お
け
る
競
争
を
実
質
的
に
制
限
す
る
こ
と
と
な
る
場
合
及
び
当
該
合
併
が
不
公
正
な
取
引
方
法
に
よ
る
も
の

　
で
あ
る
場
合
に
は
、
第
九
条
に
規
定
す
る
手
続
に
従
い
、
当
該
合
併
の
禁
止
、
営
業
の
一
部
譲
渡
そ
の
他
こ
れ
ら
の
事
態
を
排
除
す
る
た
め
、

　
必
要
な
措
置
を
命
ず
る
こ
と
が
で
き
る
。
四
公
取
委
が
審
判
開
始
決
定
を
し
、
又
は
勧
告
す
る
場
合
の
、
期
間
の
短
縮
延
長
に
つ
い
て
。

　
⑤
公
取
委
は
、
当
該
合
併
に
よ
っ
て
一
定
の
取
引
分
野
に
お
け
る
競
争
を
実
質
的
に
制
限
す
る
こ
と
と
な
る
場
合
で
あ
っ
て
、
当
該
会
社
が
、

　
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
届
出
に
際
し
て
、
公
取
委
規
則
の
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
合
併
後
実
施
し
よ
う
と
す
る
生
産
過
程
に
お
け
る
合
理
化

　
の
計
画
の
概
要
を
記
載
し
た
書
面
を
提
出
し
た
場
合
に
お
い
て
は
、
当
該
合
併
が
右
の
各
号
の
要
件
に
適
合
す
る
と
認
め
る
と
き
は
、
当
該
会

　
社
に
対
し
、
第
三
項
の
措
置
を
命
じ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
一
、
当
該
合
併
に
よ
り
企
業
規
模
を
拡
大
す
る
こ
と
が
生
産
技
術
の
向
上
、
坐
産

　
方
式
の
改
善
、
そ
の
他
生
産
過
程
に
お
け
る
合
理
化
を
遂
行
す
る
た
め
に
特
に
必
要
で
あ
っ
て
、
他
の
方
法
に
よ
っ
て
は
そ
の
合
理
化
を
遂
行
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す
る
こ
と
が
困
難
で
あ
る
こ
と
。
二
、
｝
般
消
費
者
及
び
関
連
中
小
企
業
者
、
関
連
農
林
漁
業
者
そ
の
他
の
関
連
事
業
者
の
利
益
を
不
当
に
害

　
す
る
お
そ
れ
が
な
い
こ
と
。
㈲
当
該
合
併
が
前
項
各
号
の
要
件
に
適
合
す
る
と
き
の
公
取
委
の
処
置
。
切
前
項
の
規
定
に
よ
る
通
知
の
延
期
に

　
つ
い
で
。
㈲
会
社
が
第
六
項
の
規
定
に
よ
る
通
知
に
係
る
期
限
ま
で
に
、
通
知
に
係
る
事
項
を
実
施
し
な
か
っ
た
時
の
措
置
。
㈲
略
　
q
①
公
取

　
委
は
、
合
併
し
よ
う
と
す
る
会
社
が
、
第
一
項
の
届
出
に
際
し
て
、
第
五
項
に
規
定
す
る
書
面
を
提
出
し
た
と
き
は
、
当
該
合
併
が
第
一
号
の

　
要
件
に
適
合
す
る
も
の
で
あ
る
か
否
か
に
つ
い
・
て
当
該
事
業
の
主
務
大
臣
の
意
見
を
き
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
、
い
。

（
四
）
岡
谷
栄
一
「
三
重
工
合
併
の
波
紋
」
経
済
評
論
一
九
六
四
年
五
月
号
八
二
頁
以
下
、
そ
の
他
多
く
の
雑
誌
に
よ
っ
て
種
々
意
見
が
出
さ
れ
た
。

　
（
二
）
合
併
（
一
五
・
条
）
と
私
的
独
占
八
三
条
前
段
）
と
の
関
係

　
ω
　
私
的
独
古
の
規
定
の
分
析
一
合
併
之
私
的
独
占
と
の
関
係
を
検
討
す
る
た
め
、
先
づ
私
的
独
占
の
規
定
の
構
造
を
明
ら
か
に
す

る
こ
と
か
ら
始
め
た
い
。
私
的
独
占
と
は
、
　
「
事
業
者
が
、
単
独
に
、
又
は
他
の
事
業
者
と
結
合
し
、
若
し
く
は
通
謀
し
、
そ
の
他
い
か

な
る
方
法
を
以
て
す
る
か
を
問
わ
ず
、
他
の
事
業
者
の
事
業
活
動
を
排
除
し
、
又
は
支
配
す
る
こ
と
に
よ
り
、
公
職
ハ
の
利
益
に
反
し
て
、

一
定
の
取
引
分
野
に
お
け
る
競
争
を
実
質
的
に
制
限
す
る
こ
と
を
い
う
」
　
（
二
条
五
項
）
。
私
的
独
占
の
態
様
は
、
単
独
の
場
合
も
あ
る

が
、
日
本
で
は
む
し
ろ
結
合
形
態
に
よ
る
場
合
が
多
い
。
典
型
的
に
は
ト
ラ
ス
ト
、
コ
ン
ヅ
ェ
ル
ン
と
い
う
企
業
集
中
形
態
が
そ
れ
で
あ

る
。
と
こ
ろ
が
第
二
次
大
戦
後
は
、
支
配
集
中
に
よ
る
私
的
独
占
の
形
態
は
一
層
複
雑
化
し
、
ト
ラ
ス
ト
、
コ
ン
ツ
ェ
ル
ン
に
加
え
、
新

財
閥
、
企
業
集
団
、
系
列
化
等
の
新
形
態
を
編
み
出
し
て
き
た
。
こ
れ
は
集
中
排
除
法
に
よ
る
財
閥
解
体
や
独
禁
法
に
よ
る
持
株
会
社
の

禁
止
（
｝
○
条
）
等
に
よ
り
、
旧
い
型
の
企
業
集
中
形
態
（
財
閥
）
が
禁
止
さ
れ
た
た
め
、
新
し
く
生
み
出
さ
れ
て
き
た
集
中
支
配
の
形

態
で
あ
る
。
い
か
に
複
雑
な
新
し
い
形
態
の
集
中
支
配
で
あ
れ
、
要
す
る
に
私
的
独
占
と
は
、
　
「
経
済
力
の
集
中
集
積
に
基
く
優
越
し
た

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
一
）

事
業
能
力
を
有
す
る
事
業
者
に
よ
る
市
場
支
配
の
形
態
」
で
あ
る
。
そ
し
て
、
か
よ
う
企
業
の
結
合
の
種
類
と
し
て
は
、
一
般
に
、
か
た

い
結
合
（
良
。
ω
①
8
ヨ
げ
貯
9
江
8
）
と
ゆ
る
い
結
合
（
ざ
。
ω
①
8
目
げ
言
葺
ざ
昌
）
が
あ
げ
ら
れ
る
。
ゆ
る
い
結
合
は
、
カ
ル
テ
ル
の
場
合

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
コ
ン
グ
ロ
メ
レ
イ
ト
コ
ン
ビ
ネ
　
シ
ヨ
ン

が
典
型
で
あ
る
が
、
そ
の
外
寡
占
の
場
合
の
事
業
者
の
土
ハ
同
行
為
に
よ
る
私
的
独
占
や
、
垂
直
的
結
合
に
よ
る
競
争
事
業
者
の
排
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論　説

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
…
一
）

優
等
も
私
的
独
占
に
な
る
場
台
が
あ
る
。
か
た
い
結
合
は
、
一
般
に
解
体
困
難
な
結
合
を
指
し
、
例
え
ば
、
会
社
の
合
併
（
一
五
条
）
、

株
式
保
有
（
一
〇
条
、
一
一
条
、
一
四
条
）
、
役
員
兼
任
（
＝
二
条
）
等
「
企
業
組
織
上
の
手
段
に
よ
る
結
合
の
形
式
を
と
る
。
そ
の
結

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
三
）

果
、
既
存
の
独
立
事
業
者
が
統
合
さ
れ
て
、
そ
れ
ら
の
事
業
活
動
の
全
体
が
統
一
意
思
の
支
配
の
下
お
か
れ
る
に
至
る
」
場
合
で
あ
る
。

か
た
い
結
合
の
場
合
、
　
「
同
業
者
の
水
平
的
結
合
は
ト
ラ
ス
ト
と
呼
ば
れ
、
垂
直
的
結
合
は
コ
ン
ツ
ェ
ル
ン
、
企
業
集
団
、
財
閥
等
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
へ

呼
ば
れ
る
」
。
以
上
は
私
的
独
占
に
お
け
る
結
合
の
態
様
で
あ
る
が
、
独
禁
法
上
の
私
的
独
占
と
は
、
か
よ
う
な
結
合
の
態
様
を
通
し

て
、
事
業
者
が
他
の
事
業
者
の
事
業
活
動
の
「
排
除
」
又
は
「
支
配
」
を
行
な
う
場
合
が
こ
れ
に
当
る
。
経
済
学
上
の
私
的
独
占
は
「
排

除
」
　
「
支
配
」
等
の
行
為
を
特
別
問
題
と
す
る
こ
と
な
く
、
資
本
の
集
中
集
積
に
よ
る
市
場
支
配
が
問
題
で
あ
ろ
う
が
、
独
禁
法
上
の

私
的
独
占
は
集
中
集
積
の
た
め
に
、
或
は
集
中
集
積
の
結
果
他
の
事
業
者
の
「
排
除
」
　
「
支
配
」
と
い
う
行
為
が
存
在
す
る
こ
と
が
必

要
で
あ
る
。
「
独
占
は
本
来
市
場
支
配
（
護
国
蒔
曾
o
O
嵩
＃
9
）
に
結
び
つ
い
た
観
念
で
あ
る
が
、
独
禁
法
上
禁
止
さ
れ
て
い
る
の
は
、

「
ヨ
。
鵠
o
b
o
ぐ
で
は
な
く
、
ヨ
。
昌
。
℃
o
紆
Φ
で
あ
る
か
ら
、
結
果
と
し
て
現
わ
れ
た
市
場
反
配
の
状
態
を
指
す
の
で
は
な
く
、
市
場
を
支

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
四
V

配
す
る
行
為
が
問
題
と
な
る
」
と
い
わ
れ
る
程
、
私
的
独
占
に
つ
い
て
は
市
場
支
配
の
行
為
を
強
調
す
る
説
も
あ
る
が
、
し
か
し
他
方
で

は
、
市
場
支
配
力
の
存
在
そ
の
も
の
を
非
難
に
価
い
す
る
も
の
と
し
て
、
そ
の
獲
得
維
持
を
直
ち
に
違
法
と
す
る
説
も
あ
る
。

　
独
禁
法
上
の
私
的
独
占
が
、
何
を
違
法
基
準
と
し
て
い
る
か
を
明
ら
か
に
す
る
た
め
、
二
条
五
項
に
い
う
私
的
独
占
の
観
念
を
そ
の
主

要
な
要
素
に
分
っ
て
検
討
す
る
と
、
私
的
独
占
の
中
で
何
を
違
法
要
素
と
み
る
か
に
つ
い
て
は
主
と
し
て
次
の
三
つ
の
考
え
方
に
分
類
さ

れ
う
る
。
私
的
独
占
の
構
成
要
素
と
し
て
は
、
排
除
・
支
配
行
為
十
市
場
支
配
力
i
↓
市
場
支
配
状
態
一
反
公
共
の
利
益
、
の
四
要
素

が
あ
げ
ら
れ
る
。
公
共
の
利
益
要
件
を
ど
の
よ
う
に
考
え
る
か
は
、
後
の
考
察
に
廻
す
こ
と
と
し
て
、
こ
こ
で
は
前
の
三
つ
の
構
成
要
索

の
各
々
に
ア
ク
セ
ン
ト
を
お
い
て
考
え
る
三
説
に
つ
い
て
検
討
す
る
。

　
ω
　
一
定
の
取
引
分
野
に
お
け
る
排
除
・
支
配
行
為
が
存
在
す
る
時
は
、
私
的
独
占
と
な
る
と
解
す
る
説
（
行
為
説
）
。
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独禁法上の合併について（二）　（丹宗）

　
②
　
市
場
支
配
力
の
存
在
そ
の
も
の
を
違
法
と
す
る
説
（
支
配
力
説
）
。

　
㈲
　
排
除
・
支
配
行
為
十
市
場
支
配
カ
ー
市
場
支
配
状
態
の
過
程
を
経
る
こ
と
に
お
い
て
、
市
場
支
配
状
態
が
生
じ
た
場
合
に
始
め

て
違
法
と
す
る
説
（
状
態
説
）
の
三
吉
で
あ
る
。
第
一
説
は
、
一
定
の
取
引
分
野
つ
ま
り
市
場
に
お
い
て
他
の
事
業
者
を
排
除
・
支
配
す
る
行

為
が
あ
れ
ば
、
私
的
独
占
に
該
当
す
る
と
主
張
す
る
が
、
い
か
に
排
除
・
支
配
行
為
が
あ
っ
て
も
、
市
場
支
配
状
態
を
生
じ
な
け
れ
ば
（
つ
ま

り
私
的
独
占
と
は
ヨ
8
8
0
ζ
で
は
な
く
8
0
昌
8
0
冨
①
だ
と
は
い
っ
て
も
、
独
占
力
や
独
占
状
態
と
無
関
係
に
）
、
排
除
・
支
配
行
為
だ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

け
で
果
し
て
私
的
独
占
と
い
え
る
か
ど
う
か
疑
問
で
あ
為
。
こ
の
説
は
わ
が
国
で
最
も
有
力
な
学
説
で
あ
る
と
い
え
よ
う
。
も
り
と
も
行

為
説
の
立
場
で
も
、
排
除
・
支
配
行
為
が
独
占
状
態
を
生
ず
る
こ
と
が
要
件
と
さ
れ
て
い
る
よ
う
で
も
あ
る
が
、
そ
の
場
合
で
も
私
的
独
占

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

と
し
て
規
制
さ
れ
る
の
は
、
排
除
・
支
配
行
為
だ
と
み
る
考
え
の
よ
う
で
あ
る
。
こ
れ
に
対
し
第
二
説
は
、
市
場
支
配
力
の
存
在
そ
の
も
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
セ
　

を
違
法
と
す
る
説
で
、
ア
メ
リ
カ
で
は
採
掘
ア
メ
リ
カ
ン
・
タ
バ
コ
事
件
の
判
決
が
こ
の
立
場
に
た
っ
て
い
る
（
日
本
で
は
こ
の
立
場
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

た
つ
説
は
み
か
け
な
い
）
。
第
三
説
は
、
市
場
支
配
状
態
の
出
現
を
も
っ
て
私
的
独
占
に
該
当
す
る
と
い
う
立
場
で
あ
る
が
、
も
ち
ろ
ん

こ
の
状
態
説
の
場
合
で
も
、
行
為
を
全
く
無
視
す
る
わ
け
で
は
な
く
行
為
の
結
果
生
じ
た
市
場
支
配
状
態
に
重
点
を
お
く
に
す
ぎ
な
い
。

第
一
説
と
第
三
説
の
相
違
は
、
違
法
判
断
基
準
を
行
為
に
お
く
か
状
態
に
お
く
か
の
相
違
に
す
ぎ
な
い
よ
う
に
も
見
え
、
第
一
説
と
第
三

説
を
分
つ
こ
と
は
不
当
な
よ
う
に
も
考
え
ら
れ
る
が
、
例
え
ば
ス
ラ
ス
ト
・
ア
ポ
ン
・
モ
ノ
ポ
リ
ー
（
押
し
つ
け
ら
れ
た
独
占
）
（
島
養
葺

暑
8
日
。
コ
8
0
ぐ
）
と
い
わ
れ
る
経
営
内
容
が
よ
く
市
場
か
ら
他
の
競
争
者
を
排
除
・
支
配
す
る
行
為
を
な
さ
ず
に
自
然
に
成
立
し
て
き

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

た
独
占
を
、
ど
う
評
価
す
る
か
と
い
う
場
合
に
両
者
の
差
異
が
顕
著
に
現
わ
れ
る
の
で
あ
る
。
行
為
説
の
立
場
で
は
、
独
占
の
意
思
や
排

除
・
支
配
行
為
の
な
い
ス
ラ
ス
ト
・
ア
ポ
ン
・
モ
ノ
ポ
リ
ー
の
場
合
に
は
違
法
と
な
ら
な
い
と
考
え
る
の
に
対
し
市
場
支
配
状
態
に
重
点
を

お
く
説
で
は
、
独
占
状
態
の
存
在
に
よ
っ
て
排
除
・
支
配
行
為
が
存
在
す
る
と
推
定
し
、
し
た
が
っ
て
違
法
と
す
る
の
で
あ
る
。
わ
が
国
で

は
野
田
醤
油
事
件
に
お
け
る
プ
ラ
イ
ス
・
り
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
に
よ
る
市
場
支
配
事
件
の
評
価
を
め
ぐ
っ
て
、
こ
の
両
説
が
鋭
く
対
立
し
て
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百工

い
る
。
例
え
ば
、
野
田
醤
油
K
K
の
私
的
独
占
事
件
に
つ
い
て
の
審
決
が
、
腎
虚
人
野
田
醤
油
K
K
は
「
自
己
の
製
造
販
売
す
る
し
ょ
う
油

の
再
販
売
価
格
を
指
示
し
、
こ
れ
を
維
持
し
も
っ
て
小
売
価
格
を
斉
一
な
ら
し
め
る
こ
と
に
よ
り
他
の
し
ょ
う
油
生
産
者
の
価
格
決
定
を

支
配
し
、
東
京
都
内
に
お
け
る
し
ょ
う
油
の
取
・
引
分
野
の
競
争
を
実
質
的
に
制
限
し
て
い
る
」
と
し
、
右
の
価
格
決
定
の
支
配
が
「
他
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
つ
　
　

事
業
者
の
事
業
活
動
の
支
配
」
に
当
る
と
し
、
東
京
高
裁
も
こ
れ
を
認
め
た
事
件
に
対
し
て
今
村
教
授
は
次
の
よ
う
に
批
判
さ
れ
る
。

『
二
定
の
取
引
分
野
に
お
け
る
競
争
の
実
質
的
制
限
」
す
な
わ
ち
市
場
支
配
と
い
う
こ
と
は
、
他
の
事
業
者
が
自
由
に
事
業
活
動
を
な
し

え
な
い
状
況
に
あ
る
こ
と
で
あ
り
、
そ
の
意
味
で
は
そ
こ
に
は
、
常
に
他
の
事
業
者
の
事
業
活
動
の
支
配
が
存
在
す
る
。
例
え
ば
、
プ
ラ

イ
ス
。
り
ー
ダ
ー
の
価
格
決
定
に
他
の
事
業
者
が
追
随
す
る
と
い
う
こ
と
は
、
己
，
経
済
的
に
み
れ
ば
、
プ
ラ
イ
ス
。
り
ー
ダ
ー
が
他
の
事
業

者
の
価
格
決
定
を
支
配
す
る
と
い
う
こ
と
は
、
野
田
が
市
場
支
配
を
行
な
っ
て
い
る
と
い
う
状
態
以
外
の
何
も
の
で
も
な
く
、
こ
れ
を
も

っ
て
私
的
独
占
行
為
の
内
容
す
な
わ
ち
「
他
の
事
業
者
の
事
業
活
動
の
支
配
」
と
解
す
る
こ
と
は
正
当
で
は
な
い
。
問
題
は
か
か
る
状
態

を
も
た
ら
す
た
め
に
、
ど
の
よ
う
な
「
他
の
事
業
者
の
事
業
活
動
の
支
配
」
に
あ
た
る
行
為
が
あ
っ
た
か
で
あ
り
、
本
件
の
場
合
は
、
小

売
業
者
に
対
し
再
販
売
価
格
の
維
持
を
強
制
し
た
こ
と
が
こ
れ
に
当
る
と
解
す
べ
き
で
あ
る
。
』
「
単
な
る
プ
ラ
イ
ス
・
り
ー
ダ
ー
に
は

か
か
る
行
為
が
な
い
か
ら
私
的
独
占
と
は
な
ら
ぬ
の
で
あ
る
」
と
。
こ
こ
に
私
的
独
占
に
お
い
て
排
除
・
支
配
と
い
う
行
為
を
強
調
す
る

行
為
説
の
立
場
が
は
っ
き
り
と
示
さ
れ
て
い
る
（
押
し
つ
け
ら
れ
た
独
占
ま
で
も
違
法
と
し
な
い
判
決
と
し
て
は
ア
メ
リ
カ
の
ア
ル
コ
ア

　
　
　
　
　
　
　
（
二
）

判
決
（
一
九
四
五
）
）
。
こ
れ
に
対
し
、
同
事
件
に
お
け
る
東
京
高
裁
の
判
決
が
状
態
説
の
典
型
的
な
考
え
方
を
示
し
て
い
る
。
そ
れ
は
、
野

田
の
再
販
売
価
格
維
持
行
為
に
よ
る
他
の
三
印
（
山
岳
・
ひ
げ
た
・
丸
金
の
同
業
三
社
）
の
価
格
決
定
の
支
配
を
、
「
他
の
事
業
者
の
事
業
活

動
の
支
配
」
と
認
め
る
原
審
の
審
決
を
支
持
し
た
の
で
あ
る
が
、
本
件
で
は
、
野
田
の
他
の
三
印
に
対
す
る
直
接
の
支
配
行
為
は
必
ず
し
も

明
ら
か
で
な
い
。
そ
こ
で
審
決
は
、
「
直
接
支
配
を
目
的
と
し
こ
れ
を
指
向
す
る
行
為
に
よ
る
場
合
に
限
ら
ず
、
結
果
と
し
て
あ
る
事
業
者

の
行
為
が
他
の
事
業
者
の
自
由
な
事
業
活
動
を
制
約
す
る
一
切
の
場
合
に
支
配
が
生
ず
る
も
の
と
解
さ
ね
ば
な
ら
な
い
。
」
と
い
い
、
判
決
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も
、
・
「
原
則
と
し
て
な
ん
ら
か
の
意
味
に
お
い
て
他
の
事
業
者
に
制
約
を
加
え
、
そ
の
事
業
活
動
に
お
け
る
自
由
な
決
定
を
奪
う
こ
と
を
い

う
も
の
と
解
す
る
を
相
当
と
す
る
。
し
か
し
こ
の
こ
と
か
ら
｝
定
の
客
観
的
条
件
の
存
す
る
だ
め
、
あ
る
事
業
者
の
行
為
が
結
果
と
し
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
一
二
）

他
の
事
業
者
の
事
業
活
動
を
制
約
す
る
こ
と
と
な
る
場
合
は
、
す
べ
て
こ
こ
に
い
う
支
配
に
当
ら
な
い
と
す
る
の
は
狭
き
に
失
す
る
」
と

し
た
。
こ
れ
は
違
法
な
状
態
か
ら
支
配
行
為
を
演
繹
し
た
例
で
あ
る
っ
本
判
決
に
対
し
て
今
村
教
授
は
、
『
こ
れ
は
そ
の
前
提
た
る
他
の

事
業
者
の
事
業
活
動
の
支
配
」
、
の
意
義
の
誤
解
か
ら
発
し
た
も
の
で
、
，
正
当
で
は
な
い
。
」
し
た
が
っ
て
、
「
他
の
事
業
者
の
事
業
活
動
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
一
三
）

支
配
す
る
と
い
う
の
は
、
相
手
方
に
強
圧
を
加
え
て
、
自
己
の
意
思
に
従
わ
せ
る
こ
と
で
あ
る
と
い
う
方
が
正
し
い
』
と
批
判
さ
れ
る
。

．
右
に
紹
介
し
た
野
田
醤
油
事
件
の
審
・
判
決
の
立
場
と
、
そ
れ
を
批
判
し
た
今
村
教
授
の
立
場
と
は
、
行
為
説
と
状
態
説
の
見
解
を
代

表
し
た
典
型
的
な
意
見
で
あ
る
。
行
為
説
も
状
態
説
も
、
行
為
か
結
果
（
状
態
）
の
一
方
を
と
る
の
で
な
く
、
ど
ち
ら
に
重
点
を
お
く
か

の
相
違
に
す
ぎ
な
い
よ
う
に
も
見
え
る
が
、
現
実
の
解
釈
論
と
し
て
は
、
右
の
論
議
か
ら
も
知
ら
れ
る
よ
う
に
、
か
な
り
大
き
な
差
異
が

生
じ
て
く
る
の
で
あ
る
。
　
と
こ
ろ
で
、
私
は
右
の
何
れ
の
説
に
も
組
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
何
故
な
ら
行
為
説
は
、
私
的
独
占
行
為

を
算
え
る
こ
と
を
強
調
す
る
余
り
、
市
場
支
配
状
態
と
の
関
連
を
切
り
離
し
て
、
排
除
・
支
配
行
為
の
み
を
私
的
独
占
に
該
当
す
る
と
す

る
議
論
に
陥
っ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
（
ス
ラ
ス
ト
・
ア
ポ
ン
・
モ
ノ
ポ
リ
ー
や
プ
ラ
イ
ス
・
り
ー
ダ
シ
ッ
プ
に
よ
る
独
占
状
態
そ
の
も
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
イ
リ
　
ガ
ル
パ
　
シ
　

は
違
法
で
は
な
く
、
排
除
・
支
配
行
為
の
み
が
違
法
で
あ
る
と
い
う
に
至
っ
て
い
る
）
。
当
然
違
法
に
当
る
行
為
類
型
の
存
し
な
い

私
的
独
占
に
お
け
る
排
除
・
支
配
行
為
に
対
し
て
、
市
場
支
配
状
態
が
達
成
さ
れ
な
い
場
合
に
も
、
果
し
て
そ
れ
ら
（
排
除
・
支
配
）
が

私
的
独
占
に
該
当
す
る
と
い
い
う
る
で
あ
ろ
う
か
？
　
市
場
支
配
状
態
に
達
し
な
い
排
除
・
支
配
行
為
は
、
私
的
独
占
の
未
遂
か
せ
い
ぜ

い
不
公
正
な
取
引
方
法
（
二
条
七
項
）
の
何
れ
か
に
該
当
す
る
に
す
ぎ
な
い
と
考
え
る
。

　
状
態
説
は
、
　
「
…
…
結
果
と
し
て
あ
る
事
業
者
の
行
為
が
他
の
事
業
者
の
自
由
な
る
事
業
活
動
を
制
約
す
る
一
切
の
場
合
に
支
配
が
生

ず
る
も
の
と
解
さ
ね
ば
な
ら
な
い
し
と
し
て
、
結
果
た
る
状
態
か
ら
逆
に
支
配
行
為
を
導
き
出
し
て
く
る
。
私
的
独
占
は
、
排
除
・
支
配
行
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為
の
結
果
市
場
支
配
状
態
が
生
ず
る
に
至
っ
た
場
合
に
適
用
さ
れ
る
違
法
行
為
類
型
で
あ
っ
て
、
市
場
支
配
状
態
か
ら
支
配
が
導
き
出
さ

れ
る
と
説
く
の
は
論
理
の
逆
立
ち
で
あ
る
。
市
場
支
配
状
態
は
、
必
ず
し
も
私
的
独
占
の
場
合
に
限
ら
ず
、
不
当
な
取
引
制
限
や
合
併
会
社

の
株
式
保
有
等
の
結
果
生
ず
る
場
合
も
あ
る
の
で
あ
っ
て
、
何
故
市
場
支
配
状
態
の
存
在
か
ら
私
的
独
占
の
構
成
要
件
で
あ
る
支
配
行
為

だ
け
が
導
き
出
さ
れ
う
る
か
の
論
理
も
明
ら
か
で
な
い
。
そ
の
意
味
で
、
市
場
支
配
状
態
か
ら
私
的
独
占
の
構
成
要
件
た
る
排
除
。
支
配

行
為
を
任
意
に
導
き
出
す
よ
う
な
状
態
説
に
は
賛
成
し
え
な
い
。
し
か
し
排
除
・
支
配
行
為
と
市
場
支
配
状
態
と
の
牽
連
関
係
を
切
断

し
て
、
排
除
。
支
配
行
為
の
み
が
私
的
独
占
に
該
当
す
る
と
説
く
行
為
説
に
も
満
足
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
排
除
。
支
配
行
為
を
通
し

て
市
場
支
配
状
態
を
惹
起
し
た
場
合
に
始
め
て
私
的
独
占
に
該
当
す
る
と
考
え
る
点
で
、
私
も
状
態
説
の
立
場
に
た
つ
も
の
と
い
え
る
。

し
か
し
そ
の
場
合
は
、
あ
く
ま
で
行
為
と
結
果
（
状
態
）
と
の
牽
連
関
係
に
お
い
て
把
え
る
べ
き
も
の
と
考
え
る
。
こ
の
点
で
、
ス
ラ
ス
ト

・
ア
ポ
ン
。
モ
ノ
ポ
リ
ー
や
プ
ラ
イ
ス
。
り
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
に
よ
る
管
理
価
格
の
よ
う
な
問
題
を
、
ど
う
処
理
す
る
か
と
い
う
困
難
に
逢

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

着
す
る
。
こ
こ
で
私
は
、
排
除
・
支
配
行
為
と
市
場
支
配
状
態
の
間
に
、
市
場
支
配
露
な
る
中
間
項
を
挿
入
し
て
考
え
た
い
と
思
う
。
排

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
む

除
・
支
配
行
為
が
市
場
支
配
力
を
惹
起
し
、
或
は
市
場
支
配
力
と
結
合
し
て
市
場
支
配
状
態
を
惹
起
し
た
場
合
に
、
そ
の
排
除
。
支
配
行

為
は
私
的
独
占
に
該
当
す
る
と
い
え
る
（
排
除
・
支
配
行
為
十
市
場
支
配
カ
ー
市
場
支
配
状
態
）
。
ス
ラ
ス
ト
・
ア
ポ
ン
。
モ
ノ
ポ
リ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
へ

一
の
場
合
は
、
排
除
。
支
配
行
為
（
或
は
意
思
）
が
存
在
し
な
か
っ
た
に
も
拘
ら
ず
、
自
由
な
競
争
の
結
果
、
市
場
に
お
け
る
シ
ェ
ア
ー

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
へ

を
何
時
の
間
に
か
三
〇
パ
；
セ
ン
ー
以
上
支
配
し
う
る
力
を
も
つ
に
至
っ
て
い
た
場
合
、
そ
こ
に
は
独
占
し
よ
う
と
す
る
違
法
な
意
思
な

　
　
ヘ
　
　
へ

い
し
行
為
は
存
在
し
な
い
た
め
、
か
り
に
三
〇
パ
…
セ
ン
ー
以
上
の
市
場
占
拠
率
を
占
め
る
に
至
っ
た
場
合
で
も
、
そ
れ
は
私
の
い
う
市

場
支
配
状
態
で
は
な
い
。
そ
れ
は
意
思
な
い
し
行
為
が
欠
如
し
、
単
に
市
場
支
配
力
の
み
が
存
在
し
て
い
る
場
合
で
、
違
法
な
市
場
支
配

状
態
が
存
在
し
て
い
る
と
は
い
え
な
い
。
し
た
が
っ
て
私
的
独
占
に
は
該
当
し
な
い
。
排
除
・
支
配
行
為
が
市
場
支
配
力
を
生
じ
、
市
場
支

配
状
態
を
惹
起
し
た
場
合
に
始
め
て
私
的
独
占
に
該
当
す
る
と
考
え
る
。
ユ
；
。
エ
ス
。
ス
テ
ィ
ー
ル
判
決
で
い
わ
れ
た
「
法
は
単
な
る
大
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き
さ
を
犯
罪
と
し
な
い
。
す
な
わ
ち
行
使
さ
れ
な
い
力
の
存
在
を
犯
罪
と
し
な
い
」
い
う
考
え
方
と
一
致
し
よ
う
。
私
は
、
私
的
独
占
を

右
の
よ
う
に
行
為
の
結
果
た
る
状
態
と
の
関
連
で
事
え
る
べ
き
も
の
と
考
え
る
が
、
こ
の
考
え
方
は
、
合
併
問
題
を
考
え
る
場
合
に
も
一

層
合
理
的
な
説
得
性
を
も
ち
う
る
よ
う
に
思
う
。
そ
の
た
め
に
、
私
的
独
占
の
規
定
の
構
造
に
詳
し
く
立
ち
入
っ
て
き
た
次
第
で
あ
る
。

以
上
で
私
的
独
占
の
意
義
な
い
し
構
造
と
違
法
判
断
基
準
の
問
題
の
説
明
を
終
っ
た
の
で
、
合
併
規
定
の
分
析
に
移
り
た
い
と
思
う
。

②
　
合
併
規
定
の
分
析
と
私
的
独
占
と
の
対
比

　
今
日
私
的
独
占
を
、
モ
ノ
ポ
リ
ー
（
日
。
づ
。
℃
o
ξ
）
で
は
な
く
モ
ノ
ポ
ラ
イ
ズ
（
ヨ
。
き
℃
o
言
。
）
と
い
う
行
為
形
態
で
把
え
る
傾
向
の

強
い
こ
と
は
、
右
に
説
明
し
た
通
り
で
あ
る
。
そ
し
て
、
　
「
押
し
つ
け
ら
れ
た
独
占
の
理
論
は
、
モ
ノ
ポ
リ
ー
と
モ
ノ
ポ
リ
ゼ
ー
シ
ョ
ン

を
区
別
す
る
と
と
も
に
、
モ
ノ
ポ
リ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
の
う
ち
に
は
、
い
わ
ゆ
る
掠
奪
的
行
為
以
外
の
行
為
（
す
な
わ
ち
そ
の
行
為
自
体
で
は

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
」
，
：
；
判
陰
一
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
一
五
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
3
」

必
ず
し
も
違
法
と
は
い
え
な
い
行
為
〉
も
含
ま
れ
て
い
る
」
と
し
、
　
「
そ
の
よ
う
な
行
為
の
一
つ
に
合
併
が
あ
る
」
と
い
う
。
こ
こ
で
は

合
併
は
モ
ノ
ポ
リ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
の
一
形
態
と
し
て
把
え
ら
れ
て
い
る
。
か
よ
う
な
は
っ
き
り
し
た
位
置
づ
け
で
は
な
い
が
、
合
併
（
の
み

な
ら
ず
第
四
章
の
規
定
）
を
私
的
独
占
に
対
す
る
予
防
的
性
格
の
規
定
と
し
て
償
え
る
見
解
が
、
わ
が
国
で
は
一
般
で
あ
る
。
言
葉
の
厳

密
な
意
味
に
お
い
て
、
果
し
て
合
併
は
右
に
の
べ
た
私
的
独
占
の
一
形
態
と
い
え
る
で
あ
ろ
う
か
？
　
ま
た
い
か
な
る
意
味
で
私
的
独
占

の
予
防
規
定
と
い
い
う
る
で
あ
ろ
う
か
？
　
右
の
設
問
は
、
問
題
自
体
と
し
て
は
そ
れ
程
重
要
な
意
味
を
も
つ
も
の
で
は
な
い
が
、
右
の

問
題
の
解
明
は
、
合
併
と
私
的
独
占
と
の
構
造
を
理
解
す
る
上
に
非
常
に
有
益
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
の
で
、
先
づ
問
題
点
を
摘
示
し
た

後
、
合
併
の
法
的
構
造
を
私
的
独
占
の
そ
れ
と
の
対
比
に
お
い
て
分
析
し
て
行
く
こ
と
に
す
る
。

　
一
五
条
一
項
の
合
併
制
限
規
定
で
は
、
　
コ
定
の
取
引
分
野
に
お
け
る
競
争
を
実
質
的
に
制
限
す
る
こ
と
と
な
る
場
合
」
（
一
号
）
と
、

不
公
正
な
取
引
方
法
と
い
う
手
段
を
用
い
て
合
併
す
る
場
合
（
二
号
）
と
が
禁
止
さ
れ
て
い
る
が
、
私
的
独
占
と
の
関
係
で
合
併
が
問
題
と

な
る
の
は
、
主
と
し
て
一
号
の
場
合
だ
け
で
あ
る
の
で
以
下
一
号
に
つ
い
て
検
討
す
る
。
私
的
独
占
の
違
法
判
断
基
準
は
、
「
排
除
・
支
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ゴ㌦
醐」

配
行
為
に
よ
り
…
…
公
共
の
利
益
に
反
し
て
、
一
定
の
取
引
分
野
に
お
け
る
競
争
を
実
質
的
に
制
限
す
る
こ
と
」
（
二
条
五
項
）
で
あ
る
の

に
対
し
、
合
併
の
そ
れ
は
、
　
「
…
…
一
定
の
取
引
分
野
に
お
け
る
競
争
を
実
質
的
に
制
限
す
る
こ
と
と
な
る
場
合
」
（
一
五
条
一
項
一
号
）

で
あ
る
こ
と
は
前
述
し
た
。
合
併
が
私
的
独
占
の
一
形
態
と
い
わ
れ
た
り
予
防
規
定
と
い
わ
れ
た
り
す
る
理
由
の
一
半
は
、
両
者
の
違
法

判
断
基
準
に
お
け
る
右
の
よ
う
な
類
似
性
の
中
に
あ
る
と
い
え
よ
う
。
そ
れ
は
と
も
か
く
、
両
者
の
対
比
か
ら
次
の
三
点
が
聞
題
と
し
て

取
り
上
げ
ら
れ
う
る
。
　
ω
「
制
限
す
る
こ
と
」
と
「
制
限
す
る
こ
と
と
な
る
場
合
」
と
い
う
両
規
定
の
法
解
釈
上
の
差
異
。
　
②
「
こ

と
と
な
る
」
と
い
う
の
は
、
将
来
の
予
測
で
あ
る
が
、
か
よ
う
な
一
種
の
仮
説
の
上
に
設
定
さ
れ
る
合
併
の
違
法
判
断
基
準
と
、
私
的
独

占
の
違
法
判
断
基
準
と
の
差
異
。
　
㈲
合
併
制
限
規
定
に
お
け
る
「
公
共
の
利
益
」
要
件
の
欠
如
の
意
味
づ
け
、
の
三
点
で
あ
る
。
そ
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ

中
で
も
、
合
併
規
定
の
基
本
的
特
色
は
「
制
限
す
る
こ
と
と
な
る
」
場
合
に
合
併
を
禁
止
し
よ
う
と
す
る
違
法
判
断
基
準
と
、
「
公
共
の

利
益
」
要
件
の
欠
如
の
二
点
に
求
め
ら
れ
る
で
あ
ろ
う
。

　
囚
　
先
づ
「
こ
と
と
な
る
」
場
合
の
意
味
か
ら
考
察
し
て
行
こ
う
。
前
に
の
べ
た
よ
う
に
、
制
定
当
初
め
独
禁
法
で
は
、
　
「
競
争
を

実
質
的
に
制
限
す
る
こ
と
と
な
る
虞
が
あ
る
場
合
」
に
合
併
が
禁
止
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
い
た
が
、
昭
和
二
四
年
の
改
正
で
、
　
「
こ

と
と
な
る
場
合
」
に
改
め
ら
れ
た
。
　
「
制
限
す
る
こ
と
と
な
る
虞
が
あ
る
場
合
」
と
い
う
表
現
は
、
合
併
に
よ
る
市
場
支
配
の
可
能
性

（
b
o
ω
忽
げ
ま
な
）
を
表
わ
す
も
の
と
し
て
一
般
に
は
解
さ
れ
て
き
た
が
、
　
「
こ
と
と
な
る
場
合
」
は
、
合
併
を
認
め
れ
ば
、
市
場
支
配
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
一
六
）

い
う
事
態
を
生
ず
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
る
と
い
う
蓋
然
性
（
鷺
。
＜
瞬
げ
ま
な
）
を
表
わ
す
も
の
と
解
さ
れ
る
に
至
っ
た
。
右
の
二
つ
の
考

え
方
の
中
で
は
、
前
者
が
合
併
に
対
し
て
厳
し
い
制
限
と
な
る
こ
と
は
い
う
ま
で
も
な
い
。
何
故
な
ら
蓋
然
性
は
可
能
性
よ
り
事
態
の
生

ず
る
確
率
が
高
い
こ
と
を
表
わ
す
も
の
で
、
市
場
支
配
の
可
能
性
あ
る
場
合
に
禁
止
さ
れ
た
の
が
、
市
場
支
配
の
蓋
然
性
あ
る
場
合
に
始

め
て
合
併
は
禁
止
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
わ
け
で
、
合
併
制
限
規
定
の
緩
和
の
一
環
た
る
ゆ
え
ん
で
あ
る
。
し
か
し
「
こ
と
と
な
る
」
場

合
に
つ
い
て
も
、
今
日
な
お
、
市
場
支
配
の
可
能
性
あ
る
場
合
と
す
る
解
釈
と
、
蓋
然
性
が
あ
る
場
合
と
す
る
解
釈
と
が
あ
る
よ
う
で
あ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
｝
七
）

る
が
、
右
に
の
べ
た
独
禁
法
改
正
の
要
図
か
ら
も
、
蓋
然
性
あ
る
場
合
と
解
す
る
の
が
通
説
と
解
し
て
差
支
え
な
か
ろ
う
。
か
よ
う
に
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「
こ
と
と
な
る
場
合
」
が
蓋
然
性
を
意
味
す
る
と
解
す
る
こ
と
か
ら
、
．
「
合
併
は
じ
め
第
四
章
関
係
の
規
定
が
、
行
為
を
そ
の
効
果
の
発

生
前
に
お
い
て
、
い
わ
ば
予
防
的
に
禁
止
し
て
い
る
」
と
解
す
る
考
え
が
あ
る
。
確
か
に
「
こ
と
と
な
る
場
合
」
に
は
、
結
果
の
発
生

前
に
お
い
て
把
え
る
と
い
う
意
味
で
～
予
防
的
と
い
え
る
か
も
知
れ
な
い
が
、
し
か
し
そ
れ
は
、
　
「
一
定
の
取
引
分
野
に
お
け
る
競
争
の

実
質
的
制
限
」
　
（
市
場
支
配
）
の
発
生
の
予
防
で
は
あ
っ
て
も
、
排
除
・
支
配
行
為
の
結
果
出
現
す
る
「
私
的
独
占
」
の
予
防
で
は
な
い

し
、
い
わ
ん
や
排
除
・
支
配
と
い
う
独
占
行
為
（
行
為
説
）
の
予
防
で
も
な
い
こ
と
は
い
う
ま
で
も
な
い
。
私
的
独
占
な
る
観
念
を
二
条

五
項
の
規
定
す
る
違
法
行
為
類
型
と
し
て
厳
格
に
解
す
る
場
合
に
は
、
合
併
を
私
的
独
占
の
一
形
態
と
考
え
た
り
、
予
防
規
定
と
解
す
る

説
は
、
正
し
く
な
い
の
で
あ
る
（
何
故
な
ら
そ
れ
は
、
市
場
支
配
と
い
う
観
念
を
私
的
独
占
と
同
義
に
用
い
た
り
、
経
済
学
的
独
占
の
意

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
一
八
）

味
と
混
同
し
た
り
し
て
い
る
か
ら
）
。

　
個
　
次
に
合
併
と
私
的
独
占
の
違
法
判
断
基
準
を
対
比
し
て
み
た
い
と
思
う
。
こ
れ
ま
で
説
明
し
て
き
た
両
規
定
の
構
造
を
簡
単
に
図

示
す
る
と
、

　
　
私
的
独
占
1
1
排
除
・
支
配
行
為
（
手
段
）
十
市
場
支
配
力
↓
市
場
支
配
状
態
（
結
果
）
↑
反
公
共
の
利
益

　
　
合
併
1
1
合
併
行
為
一
市
場
支
配
カ
ー
（
早
舞
の
の
鱗
離
物
γ
反
公
共
の
利
益
な
し

　
　
（
不
公
正
な
取
引
方
法
に
よ
る
合
併
は
市
場
支
配
と
は
直
接
関
連
が
な
い
の
で
省
く
）

　
右
に
図
示
し
た
と
こ
ろ
が
ら
、
「
制
限
す
る
こ
と
と
な
る
場
合
」
と
「
制
限
す
る
こ
と
」
と
い
う
合
併
と
私
的
独
占
と
の
差
異
が
、
違
法
判

断
基
準
の
構
造
を
根
本
的
に
相
違
せ
し
め
て
い
る
こ
と
が
知
ら
れ
よ
う
。
私
的
独
占
の
場
合
に
は
、
行
為
（
手
段
）
が
市
場
支
配
の
状
態
を

現
に
も
た
ら
し
て
い
な
け
れ
ば
、
私
的
独
占
に
は
該
当
し
な
い
が
、
合
併
の
場
合
は
将
来
そ
う
な
る
で
あ
ろ
う
と
認
あ
ら
れ
る
蓋
然
性
が

あ
る
と
い
う
こ
と
だ
け
で
違
法
と
さ
れ
る
。
違
法
判
断
の
一
要
素
と
し
て
の
、
画
定
の
取
引
分
野
に
お
け
る
競
争
の
実
質
的
制
限
」
口
「

市
場
支
配
」
と
い
う
要
件
も
、
私
的
独
占
の
場
合
に
は
市
場
支
配
と
い
う
結
果
の
発
生
を
必
要
と
す
る
（
つ
ま
り
市
場
支
配
状
態
を
基
準
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説

と
す
る
）
の
に
対
し
て
、
合
併
の
場
合
に
は
、
予
測
さ
れ
る
蓋
然
性
あ
る
市
場
支
配
と
い
う
観
点
か
ら
合
併
の
適
法
違
法
が
判
断
さ
れ
る

わ
け
で
あ
る
。
こ
こ
で
は
、
両
者
に
共
通
な
「
一
定
の
取
引
分
野
に
お
け
る
競
争
の
実
質
的
制
限
」
”
「
市
場
支
配
」
と
い
う
要
件
が

内
容
的
に
多
少
異
っ
て
来
て
、
い
る
こ
と
に
気
付
く
。
す
な
わ
ち
、
私
的
独
占
の
場
合
の
違
法
判
断
の
基
準
た
る
「
市
場
支
配
」
は
、
市
場

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
む
　
　
　
　
　

支
配
の
状
態
を
意
味
し
て
い
る
の
に
対
し
、
合
併
の
違
法
判
断
基
準
と
し
て
の
「
市
場
支
配
」
は
、
あ
く
ま
で
抽
象
的
な
市
場
支
配
力
を
意

味
し
て
い
る
と
い
え
よ
う
。
私
的
独
占
が
、
排
除
・
支
配
行
為
十
市
場
支
配
力
↓
市
場
支
配
状
態
と
い
う
手
段
↓
結
果
の
牽
連
関
係
に
お

い
て
成
立
し
、
そ
の
何
れ
を
も
欠
き
え
な
か
っ
た
の
に
対
し
、
合
併
の
場
合
は
さ
よ
う
な
手
甲
↓
結
果
の
関
係
と
は
逆
に
、
抽
象
的
に
想

　
　
　
　
　
　
　
　
　

定
さ
れ
た
市
場
支
配
刀
に
照
ら
し
て
合
併
行
為
が
規
制
さ
れ
る
の
で
あ
る
（
こ
こ
で
、
私
の
状
態
説
は
破
綻
を
来
す
よ
う
に
見
え
る
が
、

合
併
が
規
制
さ
れ
る
の
は
、
単
な
る
市
場
支
配
力
に
対
し
て
で
は
な
く
、
合
併
に
よ
り
形
成
さ
れ
る
市
場
支
配
力
が
シ
ェ
ア
i
拡
大
の
た

め
の
排
除
。
支
配
行
為
と
結
合
す
る
危
険
性
が
極
め
て
高
い
た
め
で
、
そ
の
意
味
で
は
、
市
場
支
配
力
十
予
想
さ
れ
る
排
除
。
支
配
行
為

↓
予
想
さ
れ
る
市
場
支
配
状
態
を
防
止
す
る
た
め
で
あ
る
。
合
併
規
制
基
準
も
か
よ
う
に
市
場
支
配
状
態
を
背
後
に
想
定
し
て
い
る
と
い

え
よ
う
。
こ
の
意
味
で
状
態
説
は
貫
か
れ
て
い
る
と
い
え
よ
う
）
。
　
か
よ
う
に
両
概
念
の
違
法
判
断
基
準
は
、
手
段
↓
結
果
の
牽
連
関

係
が
逆
の
形
に
な
っ
て
い
る
点
に
お
い
て
基
本
的
に
異
っ
て
い
乃
。
こ
の
点
を
明
確
に
認
識
す
る
こ
と
が
、
合
併
と
私
的
独
占
と
の
違
法

判
断
基
準
を
統
一
的
に
理
解
し
、
ひ
い
て
独
禁
法
に
お
け
る
コ
定
の
取
引
分
野
に
お
け
る
競
争
の
実
質
的
制
限
」
月
「
市
場
支
配
」
の

意
義
を
統
一
的
に
理
解
す
る
た
め
の
重
要
な
鍵
と
な
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
の
で
、
問
題
提
起
の
意
味
も
兼
ね
て
、
こ
の
点
を
も
う
少
し
追

及
し
て
み
た
い
と
思
う
。

　
前
に
も
の
べ
た
よ
う
に
、
ス
ラ
ス
ト
。
ア
ポ
ン
。
モ
ノ
ポ
リ
ー
や
野
田
醤
油
事
件
に
お
け
る
プ
ラ
イ
ス
・
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
の
違
法
性

の
有
無
に
つ
い
て
は
、
今
村
教
授
や
公
取
委
は
、
か
な
り
徹
底
し
た
行
為
説
の
立
場
に
た
っ
て
、
違
法
な
私
的
独
占
は
支
配
・
排
除
行
為

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
む
　
　
　

だ
け
で
あ
っ
て
、
市
場
支
配
（
力
な
い
し
状
態
の
何
れ
を
さ
す
か
必
ず
し
も
明
ら
か
で
な
い
）
そ
の
も
の
は
違
法
で
な
い
と
説
い
た
。
か
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よ
う
な
行
為
説
の
立
場
に
た
っ
て
合
併
の
違
法
判
断
基
準
を
考
え
る
場
合
に
は
、
私
的
独
占
の
違
法
判
断
基
準
と
の
関
係
に
お
い
て
、
一

つ
の
困
難
に
逢
着
せ
ざ
る
を
え
な
い
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。
と
い
う
の
は
合
併
の
違
法
判
断
基
準
は
明
ら
か
に
「
一
定
の
取
引
分

野
に
お
け
る
競
争
を
実
質
的
に
制
限
す
る
こ
と
と
な
み
場
合
」
だ
け
で
あ
る
。
か
り
に
、
「
こ
と
と
な
る
場
合
」
と
い
う
文
言
の
解
釈
を
措

い
て
考
え
て
も
、
　
「
競
争
の
実
質
的
制
限
」
1
1
「
市
場
支
配
」
　
（
力
な
い
し
状
態
）
が
、
私
的
独
占
に
お
い
て
は
違
法
で
な
く
、
単
に
・

排
除
支
配
行
為
の
み
が
違
法
で
あ
る
と
い
う
観
点
に
た
つ
な
ら
ば
、
合
併
の
場
合
に
の
み
、
何
故
単
な
る
予
測
さ
れ
る
蓋
然
性
に
す
ぎ
な

い
市
場
支
配
力
（
ひ
い
て
予
想
さ
れ
る
支
配
状
態
）
が
、
違
法
と
さ
れ
る
の
で
あ
ろ
う
か
？
　
私
的
独
占
に
お
い
違
法
で
な
い
も
の
が
、

合
併
の
場
合
に
の
み
何
故
違
法
と
さ
れ
る
の
か
理
由
は
明
ら
か
で
な
い
。
し
か
も
「
公
土
ハ
の
利
益
」
を
違
法
成
立
要
件
と
解
す
る
場
合
に

は
、
　
「
公
共
の
利
益
」
要
件
を
欠
く
合
併
規
定
で
は
、
　
「
競
争
の
実
質
的
制
限
」
の
蓋
然
性
あ
る
場
合
に
は
常
に
違
法
と
さ
れ
、
私
的
独

占
の
場
合
と
較
べ
て
極
度
に
厳
格
な
制
限
規
定
と
な
ら
ざ
る
を
え
な
い
。
更
に
ま
た
今
村
教
授
や
公
取
委
が
、
合
併
の
違
法
判
断
基
準
と

し
て
強
調
す
る
い
わ
ゆ
る
構
造
的
基
準
は
、
明
ら
か
に
市
場
支
配
力
な
い
し
支
配
力
の
行
使
さ
れ
る
場
合
の
支
配
状
態
の
代
表
的
具
体
例

の
網
羅
的
列
挙
に
す
ぎ
な
い
の
で
あ
る
。
．
合
併
の
場
合
に
は
、
か
よ
う
な
抽
象
的
な
市
場
支
配
力
な
い
し
支
配
状
態
が
違
法
判
断
基
準
と

さ
れ
る
の
に
対
し
、
私
的
独
占
の
場
合
に
は
、
排
除
・
支
配
行
為
の
み
を
違
法
と
す
る
行
為
説
の
見
解
は
明
ら
か
に
均
衡
を
失
す
る
も
の

と
考
え
る
。
私
的
独
占
と
合
併
の
違
法
判
断
基
準
と
の
間
の
、
か
よ
う
な
矛
盾
を
と
く
た
め
に
、
私
は
排
除
・
支
配
行
為
＋
市
場
支
配
力

↓
市
場
支
配
状
態
の
図
式
を
基
礎
と
し
て
次
の
よ
う
に
考
え
た
い
。

　
例
え
ば
、
ス
ラ
ス
ト
・
ア
ポ
ン
・
モ
ノ
ポ
リ
ー
の
場
合
は
、
私
の
立
場
で
は
、
単
に
市
場
支
配
力
が
形
成
さ
れ
た
だ
け
で
、
そ
こ
に
は

悪
性
を
伴
う
独
占
意
思
な
い
し
行
為
が
存
在
せ
ず
、
し
た
が
っ
て
競
争
は
制
限
さ
れ
て
お
ら
ず
、
消
費
者
を
利
し
こ
そ
す
れ
害
す
る
こ
と

は
な
い
の
で
あ
る
か
ら
、
そ
の
市
場
支
配
力
そ
の
も
の
は
最
初
か
ら
違
法
で
は
な
い
。
い
わ
ゆ
る
市
場
支
配
の
潜
在
力
が
存
在
す
る
の
み

で
、
悪
性
を
お
び
た
行
為
が
存
在
し
な
い
場
合
に
は
、
そ
れ
は
違
法
で
は
な
い
。
し
た
が
っ
て
、
ス
ラ
ス
ト
・
ア
ポ
ン
・
モ
ノ
ポ
リ
ー
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
二
〇
）

お
い
て
は
、
公
共
の
利
益
要
件
に
よ
っ
て
違
法
性
を
阻
却
す
べ
き
必
要
は
最
初
か
ら
全
く
存
在
し
な
い
。
つ
ま
り
、
私
の
立
場
は
、
行
為
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説
と
異
り
昏
く
り
返
し
の
べ
て
き
た
よ
う
に
排
除
？
支
配
行
為
十
市
場
支
配
力
↓
市
場
支
配
状
態
が
発
生
し
た
場
合
に
始
め
て
そ
の
排
除

・
支
配
行
為
は
私
的
独
占
に
該
当
す
る
違
法
行
為
と
な
る
。
私
的
独
占
の
違
法
判
断
基
準
を
右
の
よ
う
に
考
え
る
と
、
合
併
の
場
合
に
「

競
争
を
制
限
す
る
こ
と
と
な
る
場
合
」
と
い
う
い
わ
ゆ
る
市
場
支
配
力
の
観
点
に
合
併
判
断
基
準
を
お
く
こ
と
は
、
私
の
行
為
十
力
↓
結

果
（
状
態
）
の
図
式
に
反
す
る
と
い
う
批
判
が
な
さ
れ
る
か
も
知
れ
な
い
。
こ
れ
ま
で
の
説
明
で
そ
の
点
の
説
明
も
一
応
尽
く
さ
れ
て
い

る
と
思
う
が
、
念
の
た
め
要
約
す
る
と
、
合
併
の
違
法
判
断
基
準
は
、
独
禁
法
の
規
定
上
は
、
市
場
支
配
力
に
お
か
れ
て
い
る
が
、
そ
も

そ
も
合
併
制
限
の
規
制
が
な
さ
れ
る
の
は
、
単
に
合
併
に
よ
り
形
成
さ
れ
る
市
場
支
配
力
を
抑
制
す
る
こ
と
で
は
な
く
、
そ
の
市
場
支
配

力
の
行
使
に
よ
る
市
場
支
配
状
態
の
出
現
を
抑
制
す
る
た
め
で
あ
る
と
考
え
る
。
合
併
の
達
法
判
断
基
準
に
お
い
て
は
、
市
場
支
配
力
が

表
面
に
出
て
、
予
想
さ
れ
る
支
配
力
の
行
使
行
為
と
予
想
さ
れ
る
市
場
支
配
状
態
が
背
後
に
退
い
て
い
る
に
す
ぎ
な
い
。
か
く
て
合
併
の

場
合
に
も
含
併
規
制
の
動
機
に
は
行
為
手
力
↓
状
態
の
論
理
は
貫
い
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
が
、
一
五
条
の
規
定
の
構
造
よ
り
み
る
限

り
、
合
併
に
よ
り
発
生
す
る
力
詠
行
為
↓
状
態
と
な
る
こ
と
を
防
止
す
る
た
め
の
規
定
と
な
っ
て
い
る
点
が
、
私
的
独
占
の
行
為
十
力
↓

状
態
と
異
っ
て
い
る
。
し
か
屯
一
五
条
の
規
定
で
は
、
「
力
」
が
表
面
に
出
て
「
行
為
↓
状
態
」
が
後
景
に
退
い
て
炉
る
点
に
、
構
造
的

基
準
が
最
も
重
要
な
違
法
判
断
基
．
準
と
し
て
浮
び
上
っ
て
来
る
形
と
な
っ
て
い
る
。
か
よ
う
に
解
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
合
併
と
私
的
独

占
と
に
共
通
す
る
違
法
判
肇
基
準
た
る
二
審
の
取
引
分
野
に
お
け
る
競
争
の
実
質
的
制
限
」
具
「
市
場
支
配
」
な
る
観
念
を
統
一
的
に
理

解
し
う
る
よ
う
に
考
え
る
。

’
◎
「
反
公
共
の
利
益
」
の
欠
如
の
解
釈
…
制
定
当
初
の
合
併
制
限
規
定
に
み
ら
れ
た
「
公
共
の
利
益
」
要
件
が
、
昭
和
二
四
年
の

改
正
で
削
除
さ
れ
る
に
至
っ
た
こ
と
は
前
述
し
た
が
、
合
併
を
右
の
よ
う
に
解
し
た
場
合
、
果
し
て
現
行
＝
九
条
に
お
け
る
公
共
の
利
益

要
件
の
欠
如
は
ど
の
よ
う
に
解
釈
さ
れ
る
べ
き
で
あ
ろ
う
か
？

　
私
的
独
占
や
不
当
な
取
引
制
限
に
お
け
る
「
公
共
の
利
益
」
を
、
単
な
る
宣
言
的
意
味
し
か
持
た
な
い
も
の
と
解
す
る
立
場
か
ら
は
、
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（
二
一
）

「
予
防
規
定
に
お
い
て
は
、
公
共
の
利
益
に
反
し
て
と
い
う
規
定
が
な
く
て
も
変
ら
な
い
」
と
い
う
こ
と
と
な
ろ
う
。
若
し
「
公
土
ハ
の
利

益
」
を
、
私
的
独
占
と
不
当
な
取
引
制
限
の
成
立
要
件
と
解
す
る
な
ら
ば
、
合
併
規
定
に
お
け
る
「
公
共
の
利
益
」
要
件
の
欠
如
は
、
凡

て
の
競
争
制
限
を
伴
う
合
併
を
違
法
と
し
て
禁
止
し
て
い
る
こ
と
と
な
り
、
私
的
独
占
や
不
当
な
取
引
制
限
よ
り
も
厳
格
に
合
併
を
規
制

し
て
い
る
こ
と
と
な
り
、
私
的
独
占
よ
り
も
合
併
を
害
悪
の
度
の
強
い
も
の
と
解
し
て
い
る
と
い
わ
ざ
る
を
え
な
く
な
る
。
と
こ
ろ
が
実

際
の
法
の
運
用
で
は
、
こ
れ
ま
で
の
八
千
件
の
合
併
事
例
に
対
し
、
公
取
委
が
ス
ト
ッ
プ
を
か
け
た
ケ
ー
ス
は
一
件
も
な
い
過
去
の
実
績

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
の

よ
り
み
て
、
右
の
よ
う
に
は
解
さ
れ
な
い
し
、
ま
た
昭
和
二
四
年
の
独
禁
法
の
緩
和
的
改
正
の
趣
旨
か
ら
も
、
そ
の
よ
う
に
理
解
す
る
こ

と
は
妥
当
で
な
い
で
あ
ろ
う
。

　
ま
た
合
併
を
私
的
独
占
の
一
形
態
と
考
え
る
立
場
か
ら
は
、
　
「
公
共
の
利
益
」
要
件
が
な
く
て
も
、
私
的
独
占
に
類
比
し
て
考
え
う
る

こ
と
と
な
り
、
特
に
論
ず
る
必
要
も
な
い
こ
と
と
な
ろ
う
が
、
私
は
合
併
を
私
的
独
占
（
と
い
う
違
法
行
為
類
型
）
の
一
形
態
と
考
え
る

説
に
組
み
し
な
い
の
で
、
こ
の
立
場
の
解
釈
に
も
賛
成
し
え
な
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
二
二
）

　
私
は
「
公
共
の
利
益
」
を
違
法
阻
却
事
由
と
解
す
る
が
、
そ
の
立
場
か
ら
は
、
一
五
条
に
お
け
る
「
公
認
ハ
の
利
益
」
要
件
の
欠
如
を
次

の
よ
う
に
解
し
う
る
。
合
併
の
違
法
判
断
の
基
準
は
、
予
想
さ
れ
る
市
場
支
配
力
十
合
善
後
行
使
さ
れ
る
排
除
・
支
配
行
為
↓
予
想
さ
れ

る
市
場
支
配
状
態
と
い
う
図
式
で
示
さ
れ
た
。
つ
ま
り
市
場
支
配
の
蓋
然
性
十
予
想
さ
れ
る
排
除
・
支
配
行
為
（
こ
れ
は
合
併
の
意
思
の

中
に
推
定
さ
れ
る
）
が
、
一
五
条
に
い
う
「
制
限
す
る
こ
と
と
な
る
場
合
」
の
意
義
で
あ
る
と
解
釈
す
る
。

　
そ
し
て
、
　
「
制
限
す
る
こ
と
と
な
る
場
合
」
は
、
合
併
は
禁
止
さ
れ
る
が
、
「
制
限
す
る
こ
と
と
な
ら
な
い
場
合
」
に
は
、
合
併
は
許
さ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
へ

れ
る
わ
け
で
あ
る
。
事
業
者
は
「
私
的
独
占
や
不
当
な
取
引
制
限
は
（
凡
て
）
1
1
補
註
丹
宗
）
し
て
は
な
ら
な
い
」
と
い
う
三
条
の
規
定
に

対
し
て
は
、
自
然
独
占
に
固
有
な
行
為
（
二
一
条
）
、
世
業
法
命
に
基
く
正
当
な
行
為
（
ニ
面
向
）
、
一
定
の
組
合
の
行
為
（
二
四
条
）

や
二
四
条
三
、
四
の
不
況
カ
ル
テ
ル
や
合
理
化
カ
ル
テ
ル
等
々
の
如
き
特
定
の
独
占
や
カ
ル
テ
ル
に
よ
る
競
争
制
限
を
認
め
る
た
め
の
論
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拠
と
し
て
公
共
の
利
益
要
件
が
必
要
で
あ
っ
た
。
と
こ
ろ
が
一
五
条
で
は
、
　
「
競
争
を
制
限
す
る
こ
と
と
な
ら
な
い
場
合
」
に
は
、
併
合

は
認
め
ら
れ
る
こ
と
の
趣
旨
が
裏
側
に
意
味
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
っ
て
、
別
に
「
公
共
の
利
益
」
要
件
で
違
法
性
を
阻
却
す
る
必
要
は
な

い
の
で
あ
る
。

　
、
要
す
る
に
一
五
条
は
、
商
法
上
の
合
併
行
為
を
な
す
会
社
は
、
合
併
の
結
果
が
「
競
争
の
実
質
的
制
限
」
を
も
た
ら
す
こ
と
と
な
る
か

否
か
の
ス
ク
リ
ー
ン
に
か
け
ら
れ
ね
ば
な
ら
ぬ
こ
と
を
示
し
た
規
定
で
、
違
法
な
合
併
に
つ
い
て
の
適
用
除
外
は
認
め
ら
れ
な
い
こ
と
を

示
し
て
い
る
と
解
す
べ
き
で
あ
る
。
か
く
て
「
公
共
の
利
益
」
と
い
う
文
言
の
欠
如
も
、
独
禁
法
体
系
か
ら
み
て
何
ら
解
釈
論
的
に
不
当

で
は
な
い
と
い
え
よ
う
。
繰
返
し
て
結
論
を
の
べ
れ
ば
、
競
争
を
「
制
限
す
る
こ
と
と
な
る
場
合
」
に
は
「
合
併
を
し
て
は
な
ら
な
い
」

と
い
う
一
五
条
の
文
言
の
中
に
、
合
併
（
と
い
う
行
為
）
に
よ
り
形
成
さ
れ
る
市
場
支
配
力
が
、
市
場
支
配
状
態
を
生
ず
る
（
意
思
＋
力

↓
状
態
）
蓋
然
性
が
あ
る
場
合
に
は
、
競
争
秩
序
に
反
し
か
っ
消
費
者
の
利
益
に
反
す
る
も
の
と
し
て
、
　
「
公
共
の
利
益
に
反
す
る
」
故

当
該
含
併
を
し
て
は
な
ら
な
い
。
そ
う
で
な
い
限
り
合
併
は
許
さ
れ
る
、
と
規
定
し
て
い
る
も
の
と
解
す
る
場
合
に
は
、
一
五
条
の
規
定

に
は
違
法
阻
却
事
由
と
し
て
の
「
言
置
ハ
の
利
益
」
概
念
は
不
必
要
と
な
っ
て
い
る
と
解
さ
れ
る
。
か
り
に
、
国
際
競
争
力
強
化
等
の
必
要

か
ら
巨
大
事
業
の
成
立
を
認
め
る
必
要
が
あ
る
場
合
で
も
、
そ
れ
は
精
4
カ
ル
テ
ル
や
事
業
法
令
に
基
く
独
占
と
し
て
、
私
的
独
占
や
カ

ル
テ
ル
の
適
用
除
外
例
と
し
て
認
め
れ
ば
よ
い
の
で
あ
っ
て
、
合
併
禁
止
の
原
則
を
こ
え
て
そ
れ
の
適
用
除
外
と
し
て
の
巨
大
企
業
を
認

め
る
必
要
は
全
く
存
在
し
な
い
で
あ
ろ
う
。
合
併
の
適
用
除
外
を
必
要
と
す
る
巨
大
企
業
を
要
す
る
場
合
に
は
、
も
は
や
私
的
企
業
と
し

て
で
は
な
く
、
国
有
企
葉
不
と
し
て
行
な
う
べ
き
も
の
で
あ
ろ
う
。

　
働
　
最
後
に
、
合
併
と
私
的
独
占
と
の
関
係
に
つ
い
て
、
多
少
繰
返
し
に
な
る
こ
と
を
い
と
わ
ず
も
う
一
、
二
点
の
べ
て
お
き
た
い
。

一
つ
は
、
対
等
合
併
は
私
的
独
占
に
該
当
し
な
い
が
、
吸
収
合
併
は
そ
れ
に
該
当
す
る
と
い
う
説
に
つ
い
て
で
あ
り
、
も
う
一
つ
は
、

合
併
を
私
的
独
占
の
一
形
態
と
み
る
説
に
つ
い
て
で
あ
る
。
先
づ
第
一
点
に
つ
い
て
で
あ
る
が
、
対
等
合
併
は
私
的
独
占
に
該
当
し
な
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い
が
・
吸
収
合
併
は
そ
れ
に
該
当
す
る
と
い
わ
れ
る
駄
儀
対
等
合
併
や
吸
収
合
併
な
る
概
套
商
法
上
の
合
併
概
念
と
し
て
で
は
な

く
、
独
禁
法
上
の
合
併
概
念
と
し
て
使
用
さ
れ
て
い
る
の
か
ど
う
か
明
ら
か
で
な
い
。
商
法
上
の
対
等
合
併
（
新
設
合
体
）
と
は
、
合

併
に
際
し
て
両
会
社
が
対
等
の
立
場
で
　
（
こ
こ
で
い
う
対
等
と
は
商
法
上
の
意
味
で
法
主
体
と
し
て
対
等
と
い
う
こ
と
で
、
実
質
上
の

対
等
と
は
必
ず
し
も
関
係
な
い
）
、
新
し
い
第
三
の
会
社
を
作
る
こ
と
を
い
う
の
に
対
し
、
吸
収
合
併
は
一
方
の
会
社
が
他
方
の
会
社

（
他
の
法
主
体
）
に
吸
収
さ
れ
る
形
で
の
合
併
で
あ
る
。
商
法
上
の
対
等
合
併
で
も
事
実
上
の
支
配
関
係
や
支
配
行
為
は
存
在
し
う
る
の

で
あ
っ
て
、
対
等
合
併
に
は
支
配
は
な
い
が
、
吸
収
合
併
に
は
支
配
あ
り
、
し
た
が
っ
て
私
的
独
占
に
該
当
す
る
と
い
う
こ
と
に
は
な
ら

な
い
と
考
え
ら
れ
る
。
手
段
と
結
果
の
牽
連
関
係
に
お
い
て
私
的
独
占
と
い
う
違
法
類
型
を
と
ら
え
よ
う
と
す
る
立
場
か
ら
は
、
そ
の
現

実
的
な
牽
連
関
係
を
欠
く
合
併
は
、
私
的
独
占
の
一
形
態
と
し
て
は
喰
え
ら
れ
な
い
。
わ
が
独
禁
法
の
解
釈
と
し
て
も
、
し
い
て
合
併
を

私
的
独
占
の
一
形
態
と
解
釈
す
る
必
要
も
な
い
し
、
実
益
も
な
い
。
し
た
が
っ
て
合
併
に
お
い
て
は
、
排
除
・
支
配
行
為
を
問
題
と
す
る

必
要
は
な
く
、
単
に
（
商
法
上
と
い
わ
れ
る
）
合
併
が
競
争
の
実
質
的
制
限
と
な
る
蓋
然
性
が
あ
る
か
否
か
、
不
公
正
な
取
引
方
法
に
よ

る
も
の
で
あ
る
か
否
か
を
判
断
す
れ
ば
よ
い
の
で
あ
る
。
確
か
に
現
実
の
合
併
過
程
に
お
い
て
は
、
排
除
・
支
配
行
為
を
伴
う
私
的
独
占

と
同
じ
過
程
を
辿
る
こ
と
も
あ
り
え
よ
う
。
そ
の
場
合
に
は
、
私
的
独
占
の
規
定
を
適
用
す
れ
ば
よ
い
の
で
あ
る
。
認
可
制
か
ら
事
前
届

出
制
へ
の
変
化
は
あ
っ
た
に
せ
よ
、
一
五
条
が
合
併
制
限
規
定
を
設
け
て
い
る
の
は
、
要
す
る
に
商
法
上
の
合
併
行
為
を
行
な
う
場
合
に
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ス
ク
リ
　
ン

そ
れ
ら
が
独
禁
法
上
の
競
争
秩
序
に
触
れ
る
お
そ
れ
が
な
い
か
を
公
取
委
の
審
査
（
届
出
制
な
る
も
な
お
実
質
上
審
査
し
て
い
る
こ
と

に
な
っ
て
い
る
）
に
か
け
る
趣
旨
と
し
て
制
定
さ
れ
た
も
の
と
解
す
る
。
こ
の
点
が
、
資
産
取
得
や
株
式
取
得
等
を
含
め
て
、
私
的
独
占

の
】
形
態
と
し
て
漂
え
ら
れ
る
ア
メ
リ
カ
の
マ
ー
・
ジ
ャ
ー
概
念
と
日
本
の
合
併
概
念
の
ニ
ュ
ワ
ン
ス
の
差
異
で
は
な
い
で
あ
ろ
う
か
。
そ

の
意
味
で
も
、
わ
が
独
禁
法
上
の
合
併
は
、
私
的
独
占
と
は
別
個
の
違
法
類
型
と
考
え
る
の
が
妥
当
で
あ
る
と
考
え
る
。

（一

j
企
業
の
集
中
合
併
の
方
式
に
は
種
々
あ
る
〔
井
上
朗
「
欧
米
産
業
界
に
お
け
る
企
業
集
中
合
併
の
諸
方
式
」
雑
誌
公
正
取
引
一
五
一
口
7
5
（
一
九
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説蔓ム
li冊

　
　
六
三
年
四
月
号
）
二
六
一
三
七
頁
〕
。
例
え
ば
買
収
、
系
列
化
、
吸
収
合
併
、
対
等
合
併
、
大
合
同
（
多
数
企
業
の
合
同
）
、
合
弁
出
資
会
社
の

　
　
設
立
、
企
業
閥
協
定
提
携
等
。
し
か
し
独
禁
法
上
の
結
合
の
態
様
と
し
て
は
多
く
「
ゆ
る
い
結
合
」
と
「
か
た
い
結
合
」
に
分
け
ら
れ
る
の
が

　
　
普
通
で
あ
る
。
今
村
。
前
掲
「
研
究
」
六
頁
、
二
五
頁
。
今
村
・
独
禁
法
（
有
斐
閣
昭
三
六
法
律
学
全
集
5
2
）
六
〇
頁
－
六
一
頁
で
よ
く
整
狸

　
　
さ
れ
て
い
る
。

　
（
二
）
こ
の
型
の
結
合
の
典
型
的
ケ
ー
ス
と
し
て
は
、
b
d
『
o
を
嵩
Q
り
ず
o
o
O
o
・
〈
．
¢
・
ω
・
ω
N
O
　
N
⑩
轟
・
c
。
N
G
。
．
匂
り
什
・
一
9
N
（
お
①
N
）
で
あ
る
。
こ
の
よ
う

　
　
な
垂
直
的
で
多
角
的
結
合
が
果
し
て
私
的
独
占
た
り
う
る
か
に
つ
い
て
は
、
　
「
市
場
」
に
お
け
る
「
競
争
の
実
質
的
制
限
」
が
あ
る
こ
と
に
な

　
　
る
か
等
に
つ
い
て
問
題
あ
り
。
ご
。
轟
一
P
男
日
ξ
鶉
さ
O
o
⇔
σ
q
ざ
B
零
舞
Φ
竃
巽
α
q
①
冨
き
q
ω
r
。
。
鑓
§
↓
．
6
鴎
O
冨
旨
。
昌
》
♀
類
碧
く
．

　
　
い
・
幻
Φ
＜
・
〈
o
ド
N
c
。
噸
コ
。
・
N
　
（
お
①
㎝
．
ω
）

　
（
三
）
今
村
・
前
掲
独
占
禁
止
法
六
〇
頁
引
用

　
（
四
）
今
村
。
前
掲
独
占
禁
止
法
四
七
頁
引
用
、
な
お
開
⑦
℃
自
け
o
h
甚
①
》
馨
○
ヨ
①
団
O
①
器
轟
一
．
ω
Z
簿
δ
葛
引
〉
三
一
＃
鐸
陰
ピ
餌
≦
（
お
綬
）
即
お
で

　
　
い
う
き
。
踵
。
℃
。
一
貯
ρ
導
。
琴
層
。
ぞ
は
、
独
占
状
態
・
独
占
行
為
と
理
解
し
て
よ
い
の
か
多
少
疑
問
を
も
つ
。
何
故
な
ら
、
幻
Φ
b
。
二
で
は
、
ヨ

　
　
o
昌
8
0
一
一
N
。
纏
ヨ
§
o
℃
o
ξ
＋
U
。
一
一
σ
①
鎚
↓
①
づ
。
の
ω
と
さ
れ
、
ヨ
0
8
℃
o
落
は
単
に
状
態
を
さ
し
て
い
る
と
い
う
の
は
、
多
少
ニ
ュ
ワ
ソ
ス
が
異

　
　
る
点
も
あ
る
よ
う
な
気
が
す
る
が
、
こ
の
論
文
で
は
十
分
検
討
す
る
余
裕
を
も
た
な
か
っ
た
の
で
、
後
日
検
討
し
た
い
と
思
う
。

　
（
五
）
今
村
。
前
掲
独
占
禁
止
法
四
七
頁
、
公
取
委
編
・
「
解
説
」
二
七
頁

　
（
六
）
今
村
。
前
掲
「
研
究
」
五
四
頁
（
註
1
参
照
）

　
（
七
）
》
ヨ
Φ
ユ
。
き
8
0
9
。
8
0
ρ
警
鋤
】
．
＜
．
d
．
ψ
認
。
。
d
．
ω
．
N
c
。
一
．

　
（
八
）
野
田
醤
油
事
件
に
お
け
る
東
京
高
裁
の
判
決
の
立
場
。

　
（
九
）
菊
Φ
b
o
箕
○
埜
》
’
O
・
客
○
》
三
一
讐
鐸
斡
O
o
ヨ
目
一
簿
Φ
Φ
　
℃
℃
・
α
9
鴇
・

（
一
〇
）
野
田
醤
油
独
占
事
件
　
昭
和
三
〇
年
十
二
月
審
決
・
審
決
集
㈲
一
〇
八
頁
以
下
。
東
京
高
裁
判
決
　
昭
和
三
二
年
行
政
裁
判
例
集
八
巻
一
二

　
　
号
二
三
〇
〇
頁
以
下
Q

（一

黶
j
d
9
ω
．
く
●
》
言
ヨ
ぎ
鎧
ヨ
O
o
．
O
h
》
ヨ
⑦
二
8
◎
N
O
ド
衣
G
。
閃
●
P
α
．
分
9
鳶
G
。
●

（一

�
j
前
掲
東
京
高
裁
判
決
・
行
政
裁
判
集
例
八
巻
一
ニ
ロ
写
。

（一

O
）
A
「
村
。
晶
剛
掲
独
占
林
示
止
法
　
⊥
ハ
四
頁
参
昭
〔
Q
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ψ

（丹宗）独禁法上の合併について（二）

（一

l
）
d
●
ω
．
ω
8
Φ
一
6
0
円
℃
●
〈
●
d
・
ω
・
N
P
ω
閏
⑦
α
．
綴
（
お
δ
）

（一

ﾜ
）
今
村
・
前
掲
独
禁
法
一
四
一
頁
は
か
よ
う
な
観
点
に
近
い
よ
う
で
あ
る
。

（一

Z
）
　
「
独
禁
法
と
会
社
の
合
併
」
研
究
下
口
（
一
九
六
五
年
・
ジ
ュ
リ
ス
ト
三
三
一
号
）
今
村
教
授
の
発
言
の
中
に
あ
り
。
六
〇
頁
参
照
。

（一

ｵ
）
4
，
村
・
前
掲
研
究
会
・
ジ
ュ
リ
ス
ド
　
六
〇
頁
参
照
。

（一

ｪ
）
前
掲
ジ
ュ
リ
ス
ト
三
三
一
号
で
の
研
究
会
の
中
で
も
数
カ
所
さ
よ
う
な
発
言
が
み
ら
れ
る
。
例
え
ば
六
三
頁
に
だ
け
で
も
ニ
カ
所
。
三
代
川

　
　
氏
や
今
村
教
授
は
合
併
を
私
的
独
占
の
一
形
態
と
考
え
ら
れ
て
い
る
よ
う
で
あ
る
が
、
大
雑
把
な
い
い
方
と
し
て
は
さ
程
誤
り
で
は
な
い
場
合

　
　
も
あ
ろ
う
が
、
違
法
類
型
と
し
て
は
構
成
要
件
も
異
る
し
、
安
易
に
｝
形
態
と
い
わ
な
い
方
が
よ
い
と
思
う
。
こ
の
点
に
つ
い
て
は
働
に
お
い

　
　
て
詳
し
く
触
れ
た
通
り
で
あ
る
。

（一

縺
j
日
本
で
は
市
場
支
配
、
市
場
支
配
力
、
市
場
支
配
状
態
等
の
観
念
が
ま
だ
は
っ
き
り
し
た
用
法
に
慣
熟
し
て
い
な
い
。
殊
に
市
場
支
配
と
い
う

　
　
表
現
が
市
場
支
配
力
を
意
味
し
た
り
、
支
配
状
態
を
意
味
し
た
り
し
て
用
い
ら
れ
て
い
る
Q
日
本
で
は
市
場
支
配
力
と
い
う
観
念
は
余
り
用
い

　
　
ら
れ
て
い
な
い
。
そ
の
点
ア
メ
リ
カ
で
は
．
9
§
8
0
芽
b
o
≦
葭
と
い
う
観
念
は
よ
く
用
い
ら
れ
る
。
前
掲
閑
Φ
b
o
暮
o
h
》
・
O
・
2
・
O
・
は
、

　
　
↓
9
①
恩
。
・
酔
①
昌
8
0
h
ヨ
。
昌
。
℃
o
一
望
勺
。
乏
。
同
l
l
、
、
8
0
昌
o
b
o
蔓
ぢ
誓
①
8
鶉
お
け
①
．
、
”
ω
寅
昌
α
①
a
O
＝
∩
9
0
h
2
①
謹
｝
o
H
。
，
o
冤
く
・

　
　
　
・
d
ω
’
i
ー
ー
幽
O
O
の
昌
9
げ
矯
算
ω
O
罵
℃
h
O
＜
①
葺
O
O
跨
O
昌
ω
①
O
h
ヨ
O
口
O
℃
O
＝
N
拶
菖
O
罫
（
サ
0
α
）
と
い
っ
て
ヨ
O
質
O
娼
O
ぞ
℃
O
笥

　
　
　
、
旨
。
ヨ
。
口
。
℃
9
日
目
。
昌
。
℃
o
出
N
鋤
江
つ
跡
の
関
係
を
示
し
て
い
る
。
　
ω
．
ρ
O
℃
b
o
β
ゴ
①
一
霞
噂
司
。
ら
。
同
竺
》
昌
試
窪
口
鴇
ド
p
芝
ω
（
お
紹
）
℃
・
①
α

　
　
　
粕
も
。
か
な
り
詳
し
く
規
定
さ
れ
て
い
る
．
私
が
本
稿
に
い
う
市
場
支
配
力
と
目
§
o
℃
o
蔓
℃
o
≦
忠
と
が
完
全
に
同
義
か
否
か
疑
わ
し
い
。

（
二
〇
）
今
村
教
授
は
、
押
し
つ
け
ら
れ
た
独
占
に
は
、
排
除
行
為
が
あ
る
と
み
ら
れ
、
そ
れ
を
公
共
の
利
益
要
件
で
違
法
性
を
阻
却
す
る
と
さ
れ

　
　
る
。
今
村
外
。
独
占
・
公
正
取
引
経
営
法
学
全
集
1
2
（
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
社
昭
四
〇
年
）
八
一
頁
一
八
二
頁
。
私
は
、
市
場
支
配
力
の
み
で
は
、

　
　
排
除
・
支
配
の
違
法
行
為
は
な
い
の
で
、
違
法
性
が
阻
却
さ
れ
る
必
要
は
な
い
と
考
え
る
。

（一

＝
j
矢
沢
淳
・
前
掲
ジ
ュ
リ
ス
ト
研
究
会
口
　
七
七
頁
。

（
二
二
）
今
村
教
授
も
反
公
益
性
を
違
法
阻
却
事
由
と
解
さ
れ
る
。
前
掲
独
占
・
公
正
取
引
七
九
頁
、
な
お
矢
沢
教
授
も
結
論
は
同
じ
よ
う
に
思
え

　
　
る
。
前
掲
ジ
ュ
リ
ス
ト
研
究
会
口
七
七
頁
、
二
段
目
参
照
。

（
二
三
）
今
村
・
前
掲
ジ
ュ
リ
ス
ト
研
究
会
口
六
三
頁
。
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